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2018年度春闘交渉　今秋の賃金確定交渉に向けて課題整理 
　・両教組春闘教育長交渉 
　・地公労春闘知事交渉

職場新聞コンクールのお知らせ
教職員共済「わくわくキャンペーン」のお知らせ

今号の掲載内容（掲載順）

2018年度春闘交渉　今秋の賃金確定交渉に向けて課題整理

○両教組春闘教育長交渉
長時間労働是正、臨時・非常勤教職員の待遇改善、労安体制の確立等様々な要求を伝える

４月19日（木）15：30～ 19：00　県庁別庁舎７階教育委員室

　４月19日、高教組・県教組合同で、工藤利明教育長に対し、「両教組春闘教育長交渉」を行いました。高教組からは支部・
単組・専門部代表および本部執行委員22名で参加し、３月29日付けの要求書に基づき、賃金・勤務労働条件などについ
て交渉を行うとともに、教育条件整備等に関する要望を伝えました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　冒頭、横道信哉両教組協議会議長（高教組委員長）から、「様々な教育成果が表れてい
ることは喜ばしいことだが、光があれば影の部分もあることは忘れてはいけない。課題
や困難にしっかり目を向け、一つずつ乗り越えていけるよう解決に向けて努力をお願い
したい。」と述べ、これに対し、工藤教育長は「長時間勤務の改善等に着実にとりくんで
いきたい。本日は学校現場の現状を聞いて誠実に対応したい。」と応じました。引き続き
教育長から回答書を手交し口頭での補足を受けた後、交渉を進めました。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

《教育長補足説明》
○「賃金等に関する事項」については、文書で回答したとおり、
今後、人事委員会の勧告等をまって、誠意をもって話し合いたい
と考えているが、本日は皆さん方の要求の趣旨を充分伺いたい。
○「諸手当の引き上げ」については、平成30年４月から、部活動
手当等の教員特殊業務手当を増額したところ。
○「臨時および非常勤の教職員の賃金引上げ」については、平成
32年４月の改正地方公務員法等の施行に向け、適切に対応してい
きたいと考えているが、皆さん方の意見は、労使協議の場である
「臨時・非常勤見直しに係る事務的協議」においても伺いたい。
○「定年制」につきましては、文書回答したとおり、地方公務員
法上、国の定年を基準として条例で定め
ることとされていることから、今後とも
国の動向を見守りたい。
○「労働安全衛生に関する事項」につい
ては、文書回答したとおり、今後とも努
力したい。

４月 19 日回答（冒頭）
　平成 30 年３月 29 日付けで要求のあったことに
対して、下記のとおり回答します。

記
１�　賃金および諸手当に関する事項については、
今後、人事委員会の勧告等をまって、誠意をもっ
て話し合っていきたい。
２�　労働時間短縮、休日・休暇制度に関する事項
については、誠意をもって話し合っていきたい。
３�　定年制については、地方公務員法上、国の定
年を基準として条例で定めることとされている
ので、今後とも国の動向を見守っていきたい。
４�　労働安全衛生に関する事項については、今後
とも努力していきたい。
５�　その他の勤務条件に関する事項については、
今後とも誠意をもって話し合っていきたい。

答弁をする工藤教育長
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=========================
　引き続き、項目ごとの議論に入り、私たちの主張に対し、
以下のような見解が示されました。

〇人事委員会勧告について、昨年は、公民較差は埋められ
たが、過去２年埋められていないことが解決したわけでは
ない。将来的なことも踏まえた対応を今後もお願いしたい。
⇒公民較差解消が基本である。現場の状況は関係機関に伝
えていく。人勧を待って誠意を持って対応する。

○教職員評価システムについて、昨年から一般教職員に対
しても賃金への反映が始まった。公平
性・透明性等について更なる配慮が必
要になる。
⇒モチベーションを下げないようしっ
かり考えていく。また、事務的協議を
通じて引き続き話し合っていく。苦情
相談についてもしっかり対応したい。

○現業職員に関わる課題解決について、
事務補佐員についての課題は労使協議
を引き続き行っていくことを求める。
⇒今年度も引き続き協議を行う。

〇臨時非常勤教職員の待遇改善について、４月当初になっ
ても埋まらない臨時・非常勤教職員の枠が残っている学校
が複数あるのは相変わらずである。また、産休代替等も決
まらない例も多くある。法改正に合わ
せ、勤務労働条件の改善が必要。
⇒年度当初に人が埋まらないのは申し
訳ない。法改正の趣旨を踏まえて対応
していくが、事務的協議において皆さ
んの意見を聞いていきたい。

〇通勤手当について、長距離通勤で車自体の消耗も早い。
様々な観点からこの通勤手当の課題についてはとらえても
らいたい。

〇長時間勤務是正について、具体的に何を減らすかといっ
た議論がなかなか現場でできないのが現状。臨時講師の兼

務が多いなどが原因で、絶対的な教職員の数が減ってい
る。勤務実態改善検討会の中での議論が現場に浸透するよ
うな方策を考えていく必要がある。

○ワークライフバランスについて、「育児・介護のための
時差出勤」「育児のための短時間勤務制度」等制度は整っ
てきたが、利用しにくかったり、さらには管理職からパワ
ハラ的な言動を受けたという事例もある。

○学校図書館教育の推進について、「学
校図書館教育の果たす重要な役割」を
改めて認識していただきたい。本来の
仕事が後回しになっており、時間外勤
務や休日出勤で業務をこなしている現
状がある。「学校司書は常時図書館に」
を基本に考えてもらいたい。

○第三次大分県特別支援教育推進計画
について、計画の策定にあたっては教
職員の意見を十分聞いたうえでお願い
すると交渉では伝えてきたが、教職員
には事前に具体的なものは知らされないままの決定であっ
た。今後の実施に当たっては現場教職員の話を聞いて進め
ていただきたい。現行の特別支援教育は分けることが基本
となっている。最終的には共に生きる社会の形成のために
共に学ぶことをめざした方向ですすめていただきたい。

○衛生管理者の件に関連して、勤務時間の把握など管理職
が担うべき重要な業務が確実になされる必要がある。ま
た、現職死亡を出すような事態を繰り
返さないための配慮の徹底をお願いし
たい。また衛生委員会の事務局は事務
室が担うが、衛生管理者については必
ずしも事務室で担当する必要がないこ
とを確認したい。
==================================

　ひと通りの議論を終え、最後に横道議長から名古屋市教
育委員会の対応に触れ教育現場への不当な干渉・介入をし
ないよう申し入れ、19：00に交渉を終えました。

賃金に関する要求

労働時間短縮、休日・休暇制度に関する要求

地方行革・公務員制度改革・「教育臨調」に関する要求

労働安全衛生に関する要求

　４月26日、大分県地方公務員労働組合共闘会議（地公労：議長　横道信哉）は「春闘知事交渉」を行い、高教組からは
支部・単組・専門部代表および本部執行委員計25名が参加しました。広瀬勝貞知事の全権委任を受けた二日市副知事を相
手に行った本交渉では、４月19日に行った教育長交渉からの積み上げとして、賃金の引き上げ、長時間労働是正、評価シ
ステムなどを重点として議論を行いました。

○地公労春闘知事交渉
賃金引上げ、臨時・非常勤教職員の待遇改善、長時間労働是正、評価システム等について議論

４月26日（木）15：00～ 18：05　県庁本庁舎４階人事課分室
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　冒頭、横道議長は「今年度も最初に災害について触れなければならないことが残
念である。職員は地域の復興に向け努力している。昨年度は公民較差は埋められた
が、退職手当の減額があり痛みは続いている。このような中、県民生活第一に責任
を果たしている。私たちの士気に報いる検討をお願いしたい。」と伝えました。それ
に対し二日市副知事は、「今年も痛ましい災害が起きてしまった。県民の生命財産を
守るため、防災力の強化に努めたい。「働き方改革」等とりくむべき課題について皆
さんと議論していきたい。」と述べ、交渉に入りました。まず、二日市副知事より、
文書回答が示され、以下のような補足説明がありました。

=============================================================================

《副知事補足説明》
○「賃金に関する事項」については、従来からのルールに
従い、人事委員会勧告をまって皆さん方との話し合いをお
願いしたいし、人事委員会勧告の取扱いについては、これ
までと同様、誠意をもって対処したい。また、技能労務職
の方々の諸手当等、人事委員会の勧告等に準じて対応して
きたものについては、これまでどおり、人事委員会勧告等
をまって検討したい。
○「労働時間短縮、休日・休暇制度に関する事項」につい
ては、時間外勤務の縮減について、勤務時間管理システム
やタイムレコーダーにより、勤務時間を適正に把握するこ
とと合わせ、事業のスクラップ・アンド・ビルドや業務効
率化等に、引き続き努力したい。また、休暇制度について
は、これまでも一定の努力をしてきたところであるが、今
後とも、努力したい。
○「職員の定年に関する事項」のうち定年年齢の延長につ
いては、引き続き国の動向に留意したい。
○「労働安全衛生に関する事項」にいては、今後ともその
重要性を十分認識し、努力したい。
○その他の勤務労働条件に関する事項についても、引き続
き誠意を持って話し合っていきたい。
==================================

　引き続き、項目ごとの議論に入り、私たちの主張に対し、
以下のような見解が示されました。

○公民較差は、昨年は扶養手当の改定で埋められたが、この

やり方は限界がある。較差解消は給与改定によるのが基本だ
と思うが、今後の勧告に向けてどのような対応を考えているか。
⇒みなさんの思いを受け止め、人事委員会とも協議しなが
らやっていきたい。勧告を待って議論を確実に行っていく。
○昨年の退職手当見直しの交渉で号給継ぎ足しについての
言及があった。このことについてはどうなっているか。
⇒議論の内容はしっかり覚えている。また、号給継ぎ足し
についても訴えている。
〇評価システムについての課題をどうとらえているか。
⇒評価の公平性等、納得できる制度づくりに努力する。コ
ミュニケーションが最も大事であり、よい人間関係を作っ
た上で職場の雰囲気づくりにつなげたい。評価にあたって
は成果だけでなくプロセスも大事である。
〇臨時・非常勤職員の待遇改善は法改正もあり待ったなし
の状況だが、特に県教委はゆったりし
ていると感じる。その対象者に早く情
報を知らせることも当局の責任である
ことも含めて県教委にはしっかり伝え
てほしい。
⇒課題整理しながら法改正の趣旨を踏
まえた対応をするよう伝えたい。

労働時間短縮、休日休暇制度および諸権利に関する要求

○長距離通勤によりワークライフバランスが保てない状況
になっている。超勤前提で職場が成り立っているとも言え
る。早い異動サイクルや長距離通勤を余儀なくされている
ことにより他県に人材が流れている。今年度から勤務時間
の把握がなされるが、その実態に基づいた具体策をどうす
るか今から考えておく必要がある。
⇒超勤縮減については今の流れが来る前から議論してきて
手をこまねいていたつもりはないが、「働き方改革」元年
と言われていることもあり、官民あげてやっていきたい。

地方行財政改革・公務員制度改革・教育臨調に関する要求

○奨学金返済が困難な人への支援も含め、奨学金制度につ
いては今後もできるところの改善をお願いしたい。
○教育の機会均等という観点から、全
県一区の検証をぜひ行うべきである。
周辺地域は定員割れがさらに進み、地
域の衰退化に拍車がかかっている。こ
れは県教委だけでは解決できない。
====================

賃金に関する要求

４月９日回答
　平成 30 年３月 19 日付けの上記要求について、次の
とおり回答します。
１�．賃金および諸手当に関する事項については、今後、
人事委員会の勧告等を待って検討したい。
２�．労働時間短縮、休日・休暇制度に関する事項につ
いては、今後とも努力していきたい。
３�．定年制については、地方公務員法上、国の定年を
基準として条例で定めることとされているので、今
後とも国の動向を見守っていきたい。
４�．労働安全衛生に関する事項については、今後とも
努力していきたい。
５�．その他の勤務条件に関する事項については、今後
とも誠意を持って話し合っていきたい。
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　15分の休憩をはさみ、副知事からの以下の追加回答と補
足説明がありました。

《副知事補足説明》
○地方公務員給与は、給与の公民比較に基づいた人事委員
会勧告を尊重すべきであるという基本姿勢に立ち、皆さん
方との話し合いを経て、議会の議決により決定する仕組み

であることは十分理解しているので、今年の人事委員会勧
告の取扱いについては、ただいま申し上げた回答のとお
り、これまでどおりの取扱いをしたい。
○本日の交渉の中で、皆さん方から要求や指摘のあった事
項については、職場環境の改善等を含めて、所管する任命
権者に伝え、また、秋に行われる給与改定交渉に向けて、
これから誠意を持って検討したい。
===================================

　これを受けて横道議長が「退職手当見直し交渉の中で議
論してきたことも含め、秋の交渉で十分議論できるように
環境を整えてほしい。来年は統一地方選もあり、当初予算
については年内に速やかに議論が進められるよう配慮をお
願いしたい。」と述べ、18時05分に交渉を終了しました。 

４月 26 日回答（最終）
　平成 30 年度の人事委員会勧告の取扱いについては、
労働基本権制約の代償措置として維持尊重するという
基本姿勢に立って、給与が勤務条件の基本に係る重要
な事項であることに鑑み、これまでどおり努力してい
きたい。

　春闘交渉は、今年度の賃金確定交渉や当初予算交渉に向けた課題整理という位置づけで行われています。今交渉で確認
された諸課題について私たち高教組は、地公労の仲間と連帯し、県人事委員会や県当局に対する交渉を強化していきます。

職場新聞コンクール
　第 110 回定期大会（６/23）において、今年も職場新聞コンクールを実施します。
　2017 年６月から 2018 年５月までの間に発行した各分会、支部・単組・専門部の教
宣紙をご提出下さい。
　応募締切は、６月 15 日（金）とします。皆様の積極的なご参加お待ちしています。
《2017 年度職場新聞コンクール結果》
最優秀賞　大分工業分会　　
優 秀 賞　女性部　　　養護教諭部　　　学校司書部　　　中津東定時制分会
優 良 賞　事務職組　　障害児学校部　　佐伯支援分会 昨年度最優秀賞 大分工業分会
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